
た
本
館
棟
に
は
、
百
八
十
八
人
の
宿
泊
が

可
能
で
、
和
室
、
洋
室
、
身
体
障
害
者
用

の
特
別
室
も
用
意
さ
れ
ま
す
。
食
堂
は
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
で
一
度
に
百
二
十
人

分
の
食
事
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

大
屋
根
研
修
棟
は
、
屋
外
か
ら
も
出
入
り

し
や
す
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
。
木
工
工

作
や
調
理
な
ど
の
作
業
空
間
の
ほ
か
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
雨
天
時
の
活
動
に
も
活
躍
し
ま
す
。

野
外
施
設
に
は
、
約
二
百
人
収
容
の
キ

ャ
ン
プ
場
。
こ
こ
は
森
、
里
、
山
の
三
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
各
ゾ
ー
ン
の
交
流

の
場
と
し
て
「
村
の
広
場
」
が
設
け
ら
れ

る
ほ
か
、
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
の
散
策
路

も
整
備
し
ま
す
。

自
然
文
化
ラ
ン
ド
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
自
然
を
利
用
し
た
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

植
物
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
、
生
き
物
の

観
察
、
自
然
の
食
材
を
使
っ
た
調
理
な
ど
、

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
の
な
か
か
ら
、
新
し

い
発
見
や
感
動
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。

机
の
上
で
は
学
べ
な
い
「
生
き
る
力
」
を

身
に
付
け
る

│
こ
れ
も
施
設
の
大
き
な

目
標
で
す
。

自
然
文
化
ラ
ン
ド
は
、
学
校
の
宿
泊
研

修
だ
け
で
な
く
、
夏
休
み
や
冬
休
み
、
土

日
な
ど
は
、
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
な
ど

の
み
な
さ
ん
に
も
開
放
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
施
設
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
人
と

人
と
の
関
係
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。

自
然
文
化
ラ
ン
ド
の
利
用
者
が
楽
し
く

自
然
体
験
で
き
る
よ
う
、
施
設
で
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

左
記
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
し
て
く
れ

る
、
地
元
の
か
た
や
森
の
案
内
人
、
自
然

観
察
指
導
員
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
が
で
き
る
か
た
を
随
時
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
室
へ
ど
う
ぞ
。

q(

８
６
６)

２
２
４
５

●押し花作り

●ちぎり絵

●竹細工

●つる細工

●どんぐりこまづくり

●落ち葉のステンドグラス

●クリスマスリース作り

●炭作り

●紙細工

●草木染め

●昔の遊び体験

●自然観察

●けもの道探検

●光に集まる虫の観察

●水辺の生物観察

●魚釣り

●星空観察

●太平山登山

●ナイトハイク

●自然公園ハイキング

●ウォークラリー

●雪の迷路

●雪の体験

●森の句会

●薬草ドリンク発見

●山菜料理

●ナン作り

●アルミホイル包み焼き

●牛乳パックのホットドック

●つけもの作り

●ハンモッグ作り

●植林体験

●雪ゾリ作り

●きのこ栽培

●体験発表

●キャンプファイヤー

●キャンドルサービス

自然でものづくり

自然とふれあう

●
青
少
年
自
然
文
化
ラ
ン
ド
で
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ぞ
!!

自然を食べる

創作活動

仲間づくり

青少年自然文化ランドの完成予想図。
ユニークな形をした施設が楽しい雰囲気を演出します

人
間
と
し
て
生
き
る
力
を

子
ど
も
た
ち
に
…

楽
し
い
活
動
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

ザ・ブーン

ピクニックの森
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